
「第９回自転車利用環境向上会議 in さいたま」を開催します

令和４年１０月１２日（水）

市長定例記者会見



日 程 １１月４日（金）１３：００～
５日（土） ９：１５～

会 場 RaiBoCHall（さいたま市民会館おおみや）

主な
プログラム

・基調講演 ・パネルディスカッション ・テーマ毎の分科会
・ポスターセッション ・企業展示ブース ・現地視察・散走体験

会議
コンセプト

安全で持続可能なモビリティライフと自転車
～Beyond the COVID19 新時代の自転車ライフ～

首都圏
初開催

１ 「第９回自転車利用環境向上会議 in さいたま」の概要

参加者 国、地方自治体、大学、民間企業から
前回会議は

約500名



フランス：パリの自転車革命：アンヌ・イダルゴ市長の決意
（マリオン・ラガディック氏：オックスフォード大学院生）

オランダ：自転車政策を進める際の世論形成の手法について
（ルーカス・ハームズ氏：ダッチサイクリングエンバシー代表理事）

見どころ❶

２ 会議の内容と見どころ（１日目）

コロナ禍で注目される自転車活用について、
海外自転車先進国の最新事例を現地当事者が直接スピーチ

パネルディスカッション【第1部】

見どころ❷ パネルディスカッション【第2部】

様々な立場で自転車に携わるパネリストが、
これからの日本の自転車政策を議論

（登壇予定）
・さいたま市長 ・駐日オランダ大使館公使参事官
・自転車活用推進本部 ・片山右京氏（JCLチェアマン） ほか



（第１部と第２部から各１テーマずつ参加可能）

３ 会議の内容と見どころ（２日目前半）

・自転車利用環境向上のため、注目すべき６つのテーマを選定し、分科会を開催

・各分科会の座長は、全国の都市や地域の自転車利用環境向上に関する施策の研究、知識の

普及啓発を行っている自転車利用環境向上会議全国委員会メンバーが務めます

・各テーマにおいて、知識・経験・実績のあるパネリストが参加、国内の最新事例やこれか

らの自転車利用環境の向上につながる情報を発信

第１部

分科会 全６テーマ

① 自転車通行環境整備

② シェアサイクル事業のあり方

③ サイクルツーリズム

④ 自ら楽しく学ぶ自転車安全利用

⑤ 交通ネットワークの一員としての自転車

⑥ 「次、何しよう？」自転車活用推進の事例とツボ

第２部

見どころ❸



４ 会議の内容と見どころ（２日目後半）

見どころ❹ 散走体験：さいたま市の歴史に触れる街中散走体験 【定員20名】

都市型の散走（＝自転車でする散歩）体験として、見沼田んぼをはじめとした大宮周辺の歴史
に触れるスポットをシェアサイクルで回遊

見どころ❺ 現地視察：サイクルフェスタ会場視察（２コース）

「さいたま市シェア型マルチモビリティ実証実験」について、
実車の視察、担当者・運営事業者の説明会を実施

「2022サイクルフェスタ」会場視察と合わせ、本市で実施している施策を発信

①マルチモビリティ実証実験の視察・説明会［定員30名］

②デンマーク式自転車教室の視察・体験［定員30名］

サイクルフェスタ内で開催する、楽しみながら学べる
「デンマーク式自転車教室」を視察、終了後に実地体験会を開催



５ 会議の参加・申込方法等について

会議参加方法 会場参加とリモート参加のいずれか選択
（いずれも参加費１,０００円）

申 込 方 法 さいたま市ホームページで申込受付中
（申込締切：１０月２１日（金））

取 材 対 応 会議当日の取材をご希望の場合は以下までご連絡下さい。

https://www.city.saitama.jp/001/010/018/001/001/p091093.html

［さいたま市HP］

都市局 都市計画部 自転車まちづくり推進課
TEL :０４８－８２９－１３９８
Mail:jitensha-machizukuri-suishin@city.saitama.lg.jp


